
　

平
成
２２
年
４
月
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
企
業

の
倒
産
や
解
雇
で
失
業
し
た
方

は
、
失
業
か
ら
一
定
期
間
、
国
民

健
康
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

□
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
失
業
時
点
で
６５
歳
未
満
の
人

②
平
成
２１
年
３
月
３１
日
以
降
に
失

業
し
た
人

③
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

か
特
定
理
由
離
職
者

④
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
が
「
１１
・
１２
・
２１
・
２２
・

２３
・
３１
・
３２
・
３３
・
３４
」
の
コ
ー

ド
番
号
の
方

※
コ
ー
ド
番
号
に
つ
い
て
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
（
恵
那
職
業
安

定
所
皐
２
６
―
１
３
４
１
）
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

□
軽
減
の
期
間　

失
業
し
た
翌
日

か
ら
、
そ
の
次
の
年
度
末
ま
で

□
持
ち
物　

雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
印
鑑

　
　

市
民
課
保
険
係
（
内
線
１
４

６
）

　　

昨
年
１１
月
に
、度
會
三
郎
氏（
三

郷
町
・
８８
歳
）
が
教
育
功
労
に
よ

る
高
齢
者
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
度
會
氏
の
こ
れ
ま
で
の
功
績

を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
１７
年
か
ら
昭
和
５８
年
ま

で
の
４１
年
間
に
わ
た
り
、
教
員
と

し
て
勤
務
。
特
に
昭
和
５４
年
か
ら

は
、
明
智
小
学
校
長
、
明
智
町
社

会
教
育
委
員
を
務
め
教
育
界
と
地

域
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

総
務
課
（
内
線
３
１
０
）

　

平
成
２２
年
第
４
回
市
議
会
定
例

　

第
４
回
市
議
会
で
、
各
行
政
委

員
会
の
委
員
が
決
定
。
新
た
な
委

員
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

監
査
委
員　

畑
村
眞
吾
（
上
矢
作
町
）

　
　

監
査
委
員
事
務
局
（
内
線
３

２
０
）

公
平
委
員
会
委
員　

榊
原
章
夫
（
春

日
井
市
）

　
　

公
平
委
員
会
（
内
線
３
２
０
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

鈴
木
峰
夫
（
上
矢
作
町
）

　
　

総
務
課
（
内
線
３
０
６
）

教
育
委
員
会
委
員（
教
育
委
員
長
）

鈴
木
隆
一
（
岩
村
町
）

　
　

教
育
委
員
会
志
４
３
―
２
１

１
２

消
防
庁
長
官
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
第
一
号
報
償
＝

原
田
宏
明
、
平
崎
孝
文
（
串
原
）、

市
川
和
己
、
山
口
修
（
音
楽
）

□
退
職
消
防
団
員
第
二
号
報
償
＝

丸
山
勝
造
、
千
藤
敏
美
、
長
谷
川

清
、
柘
植
克
久
（
本
部
）、
捫
垣
政

幸
（
大
井
）、
町
野
康
秀
、
西
尾
博

史
（
長
島
）、
佐
々
木
強
、
石
田
学
、

後
藤
茂
広
、
丸
山
哲
司
（
三
郷
）、

山
内
聖
司
、
安
藤
政
志
、
吉
田
和

人
、鷲
見
正
男
、和
田
優
司
（
笠
置
）、

長
谷
川
悟
（
中
野
方
）、纐
纈
雄
二
、

長
谷
部
良
孝
、
林
茂
（
飯
地
）、
安

藤
道
治
、
石
田
祐
一
、
吉
村
新
悟
、

小
林
靖
明
（
岩
村
）、
伊
藤
光
彦
、

勝
直
樹
、
丸
山
和
男
、
西
尾
美
彦

（
山
岡
）、
岩
本
龍
次
、
山
村
建
哉
、

鈴
木
克
哉
、
山
田
哲
也
、
太
田
郁

也
（
明
智
）、
安
藤
高
広
、
安
藤
隆

美
（
串
原
）、有
田
重
信
、安
藤
哲
也
、

大
島
俊
彦
、田
口
建
治
、近
藤
宏
昭
、

大
島
孝
介
、
近
藤
達
也
、
鈴
木
徹
、

小
木
曽
忠
良
、
今
井
雅
己
、
安
藤

周
宏
、
長
谷
川
健
太
郎
（
上
矢
作
）

岐
阜
県
知
事
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
報
償
＝
川
瀬
宗

行
、松
下
正
光（
大
井
）、牧
野
真
司
、

加
藤
晃
一
（
長
島
）、
古
川
暉
久
、

渡
邉
浩
樹
（
東
野
）、
安
藤
善
之

（
三
郷
）、
足
立
雅
己
、
中
川
公
宏
、

伊
藤
真
一
、
渡
邉
真
一
、
水
野
伸

吾
（
武
並
）、
吉
田
幸
尚
、
小
嶋

雅
也
（
笠
置
）、
池
戸
靖
博
、
柘

植
一
喜
、
井
戸
貴
規
、
長
谷
川
亨

（
中
野
方
）、纐
纈
重
治
、楠
隆
史（
飯

地
）、
鰀
目
直
也
（
岩
村
）、
森
下

信
介
、市
川
重
宏（
山
岡
）、堀
哲
也
、

山
内
隆
宏
、
勝
野
浩
幸
、
原
田
将

司
、
堀
知
弘
（
明
智
）

□
永
年
勤
続
功
労
章
＝
西
尾
久

人
、
肥
田
敏
雄
、
小
林
修
一
、
松

川
浩
司
（
本
部
）、大
嶋
慎
介
（
串
原
）

□
勤
続
功
労
章
＝
山
田
慎
一
（
大

井
）、
永
谷
尚
己
、
川
上
隆
久
（
長

島
）、
堀
江
佳
徳
（
東
野
）、
山
本

芳
久
、
中
垣
良
章
（
武
並
）、
小

木
曽
智
博
、
西
尾
央
（
山
岡
）、

西
尾
道
正
（
上
矢
作
）、
加
藤
和

彦
（
音
楽
）

□
功
労
章
＝
川
上
隆
久
（
長
島
）

堀
江
佳
徳
（
東
野
）、
山
口
芳
文

（
笠
置
）、
曽
我
和
貴
（
中
野
方
）、

保
母
龍
一
、
長
谷
部
昭
人
（
飯

地
）、
桜
井
新
吾
、
中
根
崇
喜
（
岩

村
）、
三
浦
和
彦
、
小
木
曽
智
博
、

西
尾
央
、
佐
々
木
知
也
、
荻
山
真

澄
（
山
岡
）、山
田
勉
、安
斎
宏
文
、

工
藤
賢
二
（
明
智
）、
西
尾
道
正
、

川
上
栄
一
、川
路
直
人（
上
矢
作
）、

加
藤
和
彦
（
音
楽
）

□
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
＝
佐
藤

昌
宏
・
美
穂
、
柘
植
昭
宏
・
聖
枝

（
飯
地
）、
吉
村
政
則
・
憲
枝
、
遠

山
靖
幸
・
み
ゆ
き
、
杉
浦
雅
啓
・

良
子
、市
岡
直
実
・
瞳
、成
瀬
直
樹
・

和
美
、
宮
地
正
敬
・
麻
由
美
（
岩

村
）、
成
瀬
大
介
・
由
紀
子
、
堀

井
哲
也
・
美
佳
（
串
原
）、
塚
田

正
明
・
し
の
ぶ
、
近
藤
貢
一
・
登

巳
子
、
梅
本
智
和
・
恵
、
後
藤
稔

昌
・
千
春
（
上
矢
作
）

□
感
謝
状
＝
明
智
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

㈱
、
東
濃
コ
ア
ー
㈱
、
㈱
丸
河
興

業
、
和
田
謙
吉
（
市
危
険
物
安
全

協
会
）

東
濃
振
興
局
長
表
彰

□
東
濃
振
興
局
長
表
彰
＝
可
知
信

幸
（
大
井
）、
山
本
浩
二
、
鈴
木

孝
司
（
長
島
）、
小
林
浩
樹
、
西

尾
実
、
藤
井
貴
浩
、
玉
置
和
也
、

小
木
曽
泰
樹
、
渡
邉
繁
、
渡
邉
勝

久
、
安
藤
潤
也
（
三
郷
）、
伊
藤

三
喜
、山
本
章
生
、山
本
和
博
（
武

並
）、
遠
藤
男
利
（
笠
置
）、
和
田

友
和
（
中
野
方
）、纐
纈
信
吾
（
飯

地
）、
鈴
木
直
哉
、
足
立
武
士
（
明

智
）、堀
井
憲
幸
、堀
恵
正（
串
原
）、

前
田
孝
幸（
上
矢
作
）、伊
藤
広
明
、

後
藤
克
美
（
音
楽
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

□
精
績
章
＝
鶴
見
敬
太
郎
、
長
谷

川
清
（
本
部
）

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

□
功
績
章
＝
原
久
晃
、鈴
木
邦
幸
、

堀
田
稔
勝
、
林
幸
徳
、
荒
川
利
通

（
大
井
）、
井
手
成
之
、
井
戸
昭
志
、

大
木
靖
央
、
磯
村
徹
郎
、
安
田
昭

吾
、
西
尾
浩
亨
、
近
藤
和
也
（
長

島
）、
和
田
義
樹
、
鈴
木
豊
、
小

坂
文
人
、
市
川
晴
久
、
伊
藤
誠
、

足
立
元
紀
、
水
野
智
文
、
藤
川
大

虎
（
東
野
）、
丸
山
芳
久
、
石
田

英
正
、
遠
山
智
久
（
三
郷
）、
山

田
英
正
、
丹
羽
善
博
、
土
屋
好
男
、

荻
山
啓
明
（
武
並
）、
鈴
村
直
哉
、

石
原
聖
久
（
笠
置
）、
鷲
見
智
広
、

柘
植
清
仁
（
中
野
方
）、
安
藤
元

和
、
柘
植
昭
宏
（
飯
地
）、
伊
藤

敦
司
、
市
川
智
康
、
鈴
木
聡
、
河

田
文
仁
、
大
原
公
夫
、
宮
地
祐
司

（
岩
村
）、
岡
庭
寿
則
、
中
島
健
児
、

水
野
孝
彦
、
工
藤
素
継
、
近
藤
晃

幹
（
山
岡
）
園
原
正
明
、
足
立
武

士
、
松
原
篤
史
、
志
水
哲
、
片
桐

昌
伸
、
佐
々
木
圭
一
、
松
下
雅
昭

（
明
智
）、堀
井
憲
幸
、堀
秀
樹
（
串

原
）、
樋
田
誠
、
安
藤
宏
通
、
大

島
啓
貴
（
上
矢
作
）、
伊
藤
広
明
、

後
藤
克
美
（
音
楽
）

□
二
十
年
勤
労
章
＝
西
尾
久
人

（
本
部
）、
山
本
芳
久
（
武
並
）、

桜
井
新
吾
、
稲
垣
嘉
真
、
山
辺
孝

夫
（
岩
村
）、
安
藤
隆
光
、
後
藤

光
孝
（
明
智
）、
川
上
泰
尚
、
西

久
保
秀
樹
、安
藤
和
也
（
上
矢
作
）

□
十
五
年
勤
労
章
＝
三
宅
英
機
、

福
澤
浩
司（
大
井
）、鈴
木
孝
司（
長

島
）、
堀
江
佳
徳
（
東
野
）、
玉
置

和
也
、小
木
曽
泰
樹
、渡
邉
繁
（
三

郷
）、
安
田
直
哉
、
市
川
大
輔
（
笠

置
）、
和
田
友
和
（
中
野
方
）、
佐

藤
昌
宏
、
柘
植
昭
宏
、
纐
纈
紀
博
、

纐
纈
正
徳
（
飯
地
）、
吉
村
政
則
、

鈴
木
聡
、
谷
口
清
澄
、
鈴
木
弘
康
、

後
藤
伸
育
、
千
垣
内
和
彦
、
吉
村

保
男
（
岩
村
）、
荻
山
真
澄
、
杉

山
昭
夫
、
近
藤
晃
幹
、
原
田
昌
典
、

西
尾
文
宏
、
稲
垣
真
樹
、
中
嶋
務
、

伊
藤
誠
、
小
木
曽
幸
広
、
樋
田
真

也
（
山
岡
）、
工
藤
賢
二
、
成
瀬

貴
人
、大
島
政
樹
、伊
藤
佳
市
（
明

智
）
小
木
曽
直
樹
、
川
上
明
徳
、

今
井
孝
幸
、
近
藤
貢
一
、
梅
本
智

和
、
小
笹
新
吾
、
竹
川
浩
治
（
上

矢
作
）、加
藤
和
彦
、加
賀
直
美（
音

楽
）

平
成
２２
年
度
高
齢
者
叙
勲

を
受
章

各
行
政
委
員
を
決
定

国
民
健
康
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
ま
す

案
内

老齢給付の受給者に送付
　国民年金や厚生年金保険の老齢・退職年金は、雑所得

とみなされ、課税されます（障がい年金・遺族年金は課

税されません）。

　支払者の日本年金機構は、老齢年金などの受給者全員

に「公的年金等の源泉徴収票」を１月３１日㈪までに交

付します。源泉徴収票は、老齢年金などから、所得税が

源泉徴収されたか、されないかにかかわらず交付されま

す。

記載されている内容　

　源泉徴収票の記載内容は、１年間に支払われた年金の

総額、介護保険料や長寿医療保険料などの社会保険料の

金額、源泉徴収税額と控除の金額です。

　６５歳未満で年金の支払額が、１０８万円に満たない方

と６５歳以上で年金の支払額が１５８万円に満たない方に

は、所得税は源泉徴収されません。

確定申告のときに必要
　二つ以上の年金の支払者に扶養親族等申告書を提出し

ている方や、年金以外に給与などの所得がある方、公的

年金などの雑所得の合計額が各種所得控除の合計額を超

える方などは、確定申告が必要です。そのときに、この

源泉徴収票が必要ですので、大切に保管してください。

　老齢年金などから特別徴収されていない介護保険料な

どの社会保険料がある場合は、確定申告を行って所得税

の過不足分を精算することになります。

源泉徴収票を紛失したとき
　源泉徴収票を紛失した場合や未着の場合は、電話で日

本年金機構に連絡してください。

　ねんきんダイヤルでは、源泉徴収票の再交付を受け付

けています。

　また、その他の年金相談も受け付けています。

□連絡先　ねんきんダイヤル志０５７０-０５-１１６５（ＩＰ電

話、ＰＨＳからは志０３-６７００-１１６５）

□受付時間　 ▽ 月～金曜日＝午前８時半～午後５時１５

分（月曜日は午後７時まで）。 ▽ 第２土曜日＝午前９時

半～午後４時。

※日曜日と祝日、第２を除く土曜日は利用できません

　　市民課年金係（内線１４４）

問

任　期
平成２２年１２月２２
日～平成２４年１１
月２７日

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み

公的年金の源泉徴収票が交付されます・ ・

瑞宝双光章
度會三郎氏（三郷町）

１
月
８
日
の
消
防
出
初
式
で

消
防
功
労
者
を
表
彰

紹
介

　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
２３

年
市
消
防
出
初
式
で
、
４
１
４
人
１４
家
族
１５
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。（
所
属
別
・
敬
称
略
）

　
　

消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

任　期
平成２２年１２月１６
日～平成２６年１２
月１５日

任　期
平成２２年１２月１６
日～平成２５年１２
月１５日

任　期
平成２２年１２月１６
日～平成２６年１２
月１５日

問問問

問

問

問
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と　き
ところ
　

９日㈬・２３日㈬午後６時～９時
（受け付けは８時まで）
中公民館１階第５会議室
まちづくり推進課志２６-２１１１（内線６３７）

市
で
は
、
総
合
計
画
の
進
行

管
理
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
に
「
市
民
意
識
調
査
」
を
行

い
ま
す
。
基
本
的
な
情
報
を
収
集

し
て
、
市
政
に
反
映
し
ま
す
。

２０
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
中
か
ら
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

２
千
５
百
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
で
調
査
を
し
ま
す
。
該
当
し
た

方
へ
は
、
１
月
下
旬
に
調
査
票
を

郵
送
し
ま
す
。

市
民
意
識
調
査
の
趣
旨
を
理

解
い
た
だ
き
、
期
限
ま
で
に
返
送

い
た
だ
く
よ
う
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

□
締
め
切
り　

２
月
７
日
㈪

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

　　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
は

市
税
の
納
付
も
受
け
付
け
ま
す
。

□
と
き　

１
月
２３
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
５
時

※
当
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談
時
間
は
、
午
前
８
時

半
―
午
後
５
時
１５
分
で
す

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
市
役
所
・

第
二
庁
舎
１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
・
５
０
８
）

　

東
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
知
的
障
が
い
者
の
療
育
手
帳

の
交
付
や
更
新
な
ど
の
診
断
や
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
２
月
１
日
㈫
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
７
日
㈪
午
前
９
時

―
午
後
２
時
半

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

□
対
象　

１８
歳
未
満
の
知
的
障
が

い
者

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

印
鑑
、
更
新
の
方
は

療
育
手
帳

　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
５
）

　

昨
年
５
月
か
ら
１２
月
に
か
け

て
、
人
里
付
近
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
目
撃
情
報
が
大
変
多
く
あ
り
ま

し
た
。
幸
い
に
も
市
内
で
は
、
人

的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
、
冬
眠
の
準

備
が
で
き
ず
餌
を
求
め
て
、
出
没

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
１２
月
末
日
ま
で
の
目
撃
情
報

は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
目
撃
件
数　

８７
件

□
目
撃
頭
数　

９９
頭

□
捕
獲
頭
数　

８
頭

　
　

防
災
情
報
課（
内
線
３
１
８
）

　

２
月
１２
日
㈯
は
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
が
休
館
で
す
。
住
民
票
・
印

鑑
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
（
内
線
１
４
１
）

２月の相談

と　き
ところ
　

１２日㈯午後１時～３時
中公民館相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

２２日㈫午後１時～３時
岩村公民館第一研修室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
　

２５日㈮午後１時～３時
山岡公民館会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

９日㈬午後２時～４時
明智公民館２階会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ

９日㈬午後１時～３時
串原コミュニティセンター和室
串原振興事務所振興課志５２-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
　

１０日㈭午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線４３）

●法律相談（要予約）●人権相談

●行政相談

●結婚相談（要予約）

●こころの健康相談（要予約）

●消費者生活相談

●家庭・地域・職場なんでも相談

●福祉総合相談

と　き
ところ
　

４日㈮・１８日㈮午後１時～４時
中公民館相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　　

１０日㈭午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
　

２５日㈮午後１時～４時
山岡振興事務所相談室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

１０日㈭・２５日㈮午後２時～４時
恵那保健所１階一般診察室
恵那保健所志２６-１１１１（内線２６２）

と　き
ところ
　

毎週㈪㈫㈭㈮午前９時～午後４時
東濃振興局恵那事務所振興課
志２６-１１１１（内線２１１）

と　き
ところ
　

１５日㈫午前１０時～午後３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

毎週月～金曜日午前８時半～午後５時１５分
市役所１階地域包括支援センター内
相談用直通志２６-２２１２

と　き
ところ
　

１９日㈯午後２時～４時
岩村公民館２階第二研修室
ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線３８１）と　き

ところ
　

４日㈮午前９時～１１時
中公民館相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

１６日㈬午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
　

２４日㈭午後１時～３時
山岡公民館会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

９日㈬午後２時～４時
明智公民館会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ
　

１０日㈭午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線２３）

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
●ねんきん相談（要予約）

問

問

問

問

問

問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み

問

　　

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
な
ど
の
野
生

鳥
獣
の
生
態
と
被
害
対
策
に
つ
い

て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

２
月
９
日
㈬
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
講
師　

森
元
萌
弥
氏
（
岐
阜
大

学
野
生
動
物
管
理
学
研
究
セ
ン
タ

ー
員
）

□
対
象　

鳥
獣
被
害
の
あ
る
方

　
　

農
業
振
興
課（
内
線
５
４
３
）

休
日
納
税
相
談
を
開
催

　

上
矢
作
町
太
鼓
保
存
会
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
充
実

と
伝
統
文
化
の
継
承
の
た
め
、
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
山だ

車し

の

製
作
と
不
足
し
て
い
た
太
鼓
の

購
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
対
し
て
助
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
に
お
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
と
保

存
会
の
さ
ら
な
る
地
域
活
動
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内
線

６
３
６
）

　音声告知器から放送する行政放送やコ

ミュニティー放送の内容を、パソコンや

携帯電話から確認できる「ＷＥＢ版文字

放送」を１月１５日㈯から開始します。

　過去の放送も含め、市内全域に放送し

た告知放送の内容を文字化して情報を提

供します。パソコンや携帯電話から、次

のアドレスに接続してください。

□アドレス　http://www.city.ena.gifu.jp/

kokuchi/cgi-bin/memory/memory.cgi

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　※携帯電話では、

　　　　　　　　　　左のＱＲコードを

　　　　　　　　　　読み取っても接続

　　　　　　　　　　できます　

　　　　　　　　 　　防災情報課（内

　　　　　　　　　　　線３３６）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
太
鼓
や
山
車
を
整
備

療
育
手
帳
の
た
め
の
診
断

と
相
談

多
く
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が

目
撃
さ
れ
ま
し
た

２
月
１２
日
松
は
証
明
書
が

発
行
で
き
ま
せ
ん

問 問 申
・
問

問

問

問

鳥
獣
被
害
の
対
策
研
修
会

問

案
内

市
民
意
識
調
査
で
市
政
へ

の
ニ
ー
ズ
を
把
握

□申込資格　住宅に困っている方で、市税

を滞納していない方。

□入居資格　 ▽市営住宅＝市内在住か在勤

の方。所得制限有り。同居親族と入居でき

る方。　 ▽若者住宅＝４０歳以下の方。

□申込期間　２月１日㈫～１４日㈪
□入居可能日　３月中旬

□申し込み方法　建築住宅課か南部５振興

事務所にある申込書に、必要書類を添えて

申し込む。

□決定方法　応募多数の場合は、それぞれ

次の日程で抽選とします。 ▽鏡山住宅＝２

月２３日㈬午後７時半から市役所会議棟で

抽選　 ▽滝坂ハイツ＝２月２４日㈭午後７時

から明智振興事務所で抽選　 ▽友愛タウン

＝２月２４日㈭午後７時半から明智振興事務

所で抽選

　　　　建築住宅課（内線２３８）

市営住宅・若者住宅の入居者を募集

※入居可能日から３カ月以内に結婚し住宅に同居される方は、同居親族の資格がありま
す。６０歳以上または昭和３１年４月１日以前に生まれた方・障がい者の方などの公営住
宅法に定める単身での申込資格を満たしている方のみ、市営住宅へ単身で申し込みがで
きます。いずれの住宅も、家賃以外に共益費などが必要となります。若者住宅の友愛タ
ウンは単身者のみの募集

種類 住宅名 構造 間取り 戸数 所在地 家賃

市営 鏡山住宅 ＲＣ造５階建 ２ＬＤＫ ３戸 大井町 　１９,５００円～ ４４,９００円

市営 鏡山住宅 ＲＣ造５階建 ２ＤＫ １戸 大井町 　１６,９００円～３３,２００円

市営 滝坂ハイツ ＲＣ造３階建 ２ＤＫ １戸 明智町 　１７,４００円～３４,２００円

若者 友愛タウン ＲＣ造２階建 １Ｋ ２戸 明智町 　１８,０００円

紹
介

問

申・問

ＷＥＢ版文字放送を新設

▲整備された山車や太鼓を使って祭りに参加
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□
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
モ
ニ
タ
ー
会
議
な
ど

□
資
格　

市
内
に
住
む
２０
歳
以
上

の
方
（
公
職
に
あ
る
方
は
除
く
）

□
定
員　

１５
人
以
内

□
任
期　

４
月
１
日
―
平
成
２４
年

３
月
３１
日

□
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
か
電

子
メ
ー
ル
で
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応

募
」
と
し
、
①
住
所
②
氏
名
③
生

年
月
日
④
性
別
⑤
職
業
⑥
電
話
番

号
―
を
記
入
く
だ
さ
い
。
地
域
・

年
齢
な
ど
を
考
慮
し
決
定
し
ま
す
。

方
に
、
会
話
や
文
字
な
ど
の
日
本

語
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

□
と
き　

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

午
前
１０
時
―
１１
時
半　

□
と
こ
ろ　

中
公
民
館
第
２
会
議

室※
講
師
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も

合
わ
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す

　
　

国
際
交
流
協
会
事
務
局
志
２

６
―
１
８
６
８

　シアター恵那２月の開催情報

　　　　　　　　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□如月シリーズ　１日㈫～４日㈮
□梅花シリーズ　１４日㈪～１８日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※全日程の名古屋競馬、６日掌、１３日掌、２０日掌、２７
日掌の佐賀競馬、２８日捷の川崎競馬の全レースを
発売します。

市の人口（１月１日現在）

総数　５５，２２２ 人（－１）

  男　  ２６，７１０人（－３）

  女　  ２８，５１２人（＋２）

世帯　１９，２５２世帯（＋５）

（　）内は前月との比較

市内の火災（１２月）

建物　１件（１７件）

その他　１件（１９件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１２月）

人身事故　９件（１７６件）

物損事故 　９９件（１,７３６件）

負傷者　１４人（２２７人）

死者　０人（６人）

（　）内は１月からの累計

救急車出動回数（１２月）

１８７回（２，１１６回）

（　）内は１月からの累計

□
締
め
切
り　

２
月
２５
日
㈮㈮

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
企
画
課
広
報
広
聴

係
（
内
線
３
１
４
）
死in

fo@
cit

y
.en

a.lg
.jp

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
外
国
の

み
ん
な
の
掲
示
板

　

昔
か
ら
の
風
習
や
伝
統
を
残

そ
う
と
始
め
た
行
事
も
１０
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

に
地
域
に
根
付
い
た
行
事
に

し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
正
百

年
を
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
正
百
年
を
迎
え
る
明
智
町

で
は
、
町
内
の
発
展
会
の
皆
さ

ん
な
ど
の
協
力
で
、
餅
花
を
よ

り
に
ぎ
や
か
に
飾
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
白
、
赤
、
黄
、
緑
、

ピ
ン
ク
の
餅
を
用
意
し
ま
す
。

白
に
は
「
平
和
と
健
康
」、
赤

に
は
「
元
気
」、
黄
に
は
「
お

金
に
不
自
由
な
く
」、
緑
に
は

「
大
地
」、
ピ
ン
ク
に
は
「
優
し

さ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ

と
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

１
月
３０
日
㈰
午
後
１

時□
と
こ
ろ　

明
智
公
民
館

□
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

□
そ
の
他　

当
日
作
成
し
た
餅

花
は
、
５
０
０
円
で
販
売
も
し

ま
す
。

　
　

     

モ
ガ
・
サ
ロ
ン
（
代

表
伊
藤
）
志
５
４
―
２
４
５
０

　
　

　

第
９
回
い
わ
む
ら
城
下
町
の

ひ
な
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。 

江
戸
期
か
ら
代
々
伝
わ
る
由
緒

あ
る
ひ
な
人
形
や
、
岩
村
藩
主

邸
に
ま
つ
わ
る
古
今
び
な
、
天

保
年
間
に
つ
く
ら
れ
た
御
殿
び

な
な
ど
、
趣
の
あ
る
ひ
な
人
形

を
約
７０
カ
所
で
展
示
し
ま
す
。 

　

歴
史
情
緒
の
漂
う
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
、
ひ

な
人
形
巡
り
を
、
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
５
日
㈯
―
４
月

３
日
㈰㈰
㈰

□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り
・

本
通
り
周
辺
（
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
）

　
　

城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら

事
務
局
志
４
３
―
４
６
２
２
、

市
観
光
協
会
岩
村
支
部
志
４
３

―
３
２
３
１

　

中
京
学
院
大
学
看
護
学
部
開

設
記
念
講
演
会
と
し
て
、
第
１

回
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

紙
屋
克
子
氏
（
静
岡
県
立
大

学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
教

授
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
を

講
師
に
迎
え
「
看
護
の
力
～
意

識
障
害
看
護
の
現
状
と
課
題

～
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。

□
と
き　

２
月
４
日
㈮
午
後
２

時
１５
分
（
午
後
１
時
半
会
場
）

□
と
こ
ろ　

多
治
見
市
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
５
階
ホ
ー
ル

□
定
員　

３
０
０
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法　

①
氏
名
②

連
絡
先
―
を
記
入
し
て
、
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

　
　
　
　

中
京
学
院
大
学
瑞
浪

キ
ャ
ン
パ
ス
総
務
部
志
０
５
７

２
―
６
８
―
４
５
５
５
、
思
０

５
７
２
―
６
８
―
４
５
６
８

問

募
集

に
ほ
ん
語
教
室
の
受
講
者

と
講
師

市
政
モ
ニ
タ
ー

　

消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る

事
業
所
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
講
演
会
で
す
。

　

ま
た
昨
年
９
月
か
ら
消
防
団
の
協

力
を
得
て
撮
影
し
た
映
画
「
ふ
る
さ

と
が
え
り
」
の
メ
ー
キ
ン
グ
映
像
を

無
料
で
上
映
し
ま
す
。　

　

観
覧
希
望
の
方
は
、
往
復
は
が
き

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
通
で
２

人
ま
で
入
場
で
き
ま
す
。

□
と
き　

２
月
１１
日
㈮
午
後
１
時

―
５
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容　

協
力
事
業
所
の
表
彰
、

林
弘
樹
氏
（
映
画
監
督
）
の
基
調

講
演
と
上
映
会

□
定
員　

３
０
０
人

□
申
し
込
み
方
法　

①
氏
名
②
住

所
③
連
絡
先
④
希
望
人
数
―
を
記

入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

□
締
め
切
り　

１
月
３１
日
㈪

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
０
３

長
島
町
正
家
１
０
１
５
番
地
２

市
消
防
本
部
事
業
所
等
の
消
防
団

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局
（
消
防
課

内
）
志
２
６
―
０
１
１
９

□
職
種　

保
健
師

□
人
員　

若
干
名

□
受
験
資
格　

こ
と
し
３
月
か
ら

来
年
度
末
ま
で
勤
務
で
き
、
保
健

師
免
許
と
運
転
免
許
が
あ
る
方

□
勤
務
地　

健
康
推
進
課
内

□
勤
務
条
件　

賃
金
（
日
額
９
１

０
０
円
、
時
給
１
２
１
３
円
）
通

勤
手
当
有
、
社
会
保
険
・
厚
生
年

金
・
雇
用
保
険
に
加
入

□
勤
務
時
間　

午
前
８
時
半
―
午

後
５
時

□
締
め
切
り　

２
月
２８
日
㈪
ま
で

　
　

健
康
推
進
課(
内
線
２
２
０)

　

市
消
防
団
は
新
入
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
は
音
楽
隊
、
ラ
ッ
パ

隊
、
ト
ビ
は
し
ご
登
り
隊
、
女
性

消
防
隊
も
あ
り
ま
す
。
わ
が
ま
ち

を
災
害
か
ら
守
る
使
命
感
の
も

と
、
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

□
対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
の

１８
歳
以
上
の
健
康
な
男
女
。

□
募
集
期
間　

随
時
受
け
付
け

　
　
　
　

消
防
課
消
防
団
係
志
２

６
―
０
１
１
９

募
集

事
業
所
等
の
消
防
団
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
観
覧
者

わ
が
ま
ち
を
災
害
か
ら
守

る
消
防
団
員

市
民
を
健
康
へ
と
導
く
保

健
師

申
・
問

問

申
・
問

問

申問　：問い合わせ　　：申し込み

「
祝
大
正
百
年
」

旧
正
月
の
餅
花
づ
く
り

中
京
学
院
大
学
講
演
会

第
１
回
公
開
講
座

第
９
回
い
わ
む
ら
城
下
町

の
ひ
な
ま
つ
り

▲土佐屋に飾られたひな人形を見学する

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問
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